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（百万円未満切捨て） 
１．平成23年12月期第2四半期の連結業績（平成23年1月1日～平成23年6月30日） 
（１）連結経営成績（累計）                                                  （％表示は、対前年同四半期増減率） 

 売  上  高 営業利益 経常利益 四半期純利益 

 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

23年 12月期第2四半期 9,089 △16.3 600 △65.4 592 △65.5 322 △71.7
22年 12月期第2四半期 10,854 1.2 1,734 126.2 1,720 121.4 1,137 201.0

 

 
１株当たり 
四半期純利益 

潜在株式調整後
１株当たり四半期純利益

 円   銭 円   銭

23年 12月期第2四半期 45.11 －
22年12月期第2四半期 159.29 －

 
（２）連結財政状態 

 総  資  産 純  資  産 自己資本比率 １株当たり純資産 

 百万円 百万円 ％ 円   銭

23年 12月期第2四半期 19,787 11,700 59.1 1,638.60
22年 12月期 21,677 11,490 53.0 1,609.23

(参考)自己資本 23年12月期第2四半期        11,700百万円 22年12月期   11,490百万円 

 
２．配当の状況 

 
年間配当金    

第１四半期末 第２四半期末 第３四半期末 期  末 合  計    

 円   銭 円   銭 円   銭 円   銭 円   銭   
22年 12月期 － － － 12.50 12.50   
23年 12月期 － －   

23年 12月期(予想)   － 10.00 10.00   

(注)当四半期における配当予想の修正有無 無 

 
３．平成23年12月期の連結業績予想（平成23年1月1日～平成23年12月31日） 

（％表示は、対前期増減率） 

 売  上  高 営業利益 経常利益 当期純利益 
１株当たり 
当期純利益 

 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円   銭

通  期 13,700 △11.8 320 △47.1 320 △44.7 120 △70.9 16.81

(注)当四半期における業績予想の修正有無 無 

 



 

 

４．その他  （詳細は、【添付資料】P.4「その他の情報」をご覧ください。） 
 

（１）当四半期中における重要な子会社の異動 無 

（注）当四半期会計期間における連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動の有無となります。 
 

（２）簡便な会計処理及び特有の会計処理の適用 有 

（注）簡便な会計処理及び四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用の有無となります。 
 

（３）会計処理の原則・手続、表示方法等の変更 

① 会計基準等の改正に伴う変更 有 

② ①以外の変更 無 

（注）「四半期連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項等の変更」に記載される四半期連結財務諸表作成に係る会計処理の原

則・手続、表示方法等の変更の有無となります。 
 

（４）発行済株式数（普通株式） 

① 期末発行済株式数(自己株式を含む) 23年12月期2Ｑ 7,499,025株 22年12月期 7,499,025株

② 期末自己株式数 23年12月期2Ｑ 358,748株 22年12月期 358,641株

③ 期中平均株式数(四半期累計) 23年12月期2Ｑ 7,140,365株 22年12月期2Ｑ 7,140,405株

 
 
※四半期レビュー手続の実施状況に関する表示 

この四半期決算短信は、金融商品取引法に基づく四半期レビュー手続の対象外であります。ただし、この四
半期決算短信の開示時点において、金融商品取引法に基づく四半期財務諸表のレビュー手続は終了しておりま
す。 

 

※業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項 

本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であ
ると判断する一定の前提に基づいており、実際の業績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。
業績予想の前提となる条件及び業績予想のご利用にあたっての注意事項等については、四半期決算短信（添付
資料）４ページ「連結業績予想に関する定性的情報」をご覧ください。 
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１．当四半期の連結業績等に関する定性的情報 

（１）連結経営成績に関する定性的情報 

当第２四半期連結累計期間（平成23年1月1日から平成23年6月30日まで）におけるわが国経済は、緩や

かな回復基調が見られていたものの、東日本大震災の影響を受け急速に悪化しました。その後、サプラ

イチェーンの復旧による生産・輸出の持ち直しなどにより、回復に向けた兆しが見られはじめています

が、電力供給問題をはじめとする原子力発電所事故の影響や海外経済の減速懸念などにより、景気の先

行きは依然として予断を許さない状況が続いております。 

官公庁からの受注依存度が高い当社グループにおいては、公共投資の縮減、価格競争の激化、契約形

態の変更等が継続する中で、極めて厳しい市場環境、受注環境が続きました。 

このような状況のなか、当社グループの安定的な経営を行うために、平成 22 年から平成 24 年までの

中期経営計画を策定し、「イノベーションによる技術革新とムダ取り」を推進することにより、抜本的

な経営改善・経営改革に取り組んでおります。平成 23 年には、特に「市場創成と新規事業の展開」を強

力に推進し、強い経営体質の構築と安定的な成長を目指しております。 

また、当社は、安全・安心で快適な社会の持続的発展と健全で恵み豊かな環境の保全と継承を支える

総合コンサルタントとして、東日本大震災発生直後より官公庁からの要請を受け、被災地へ専門の技術

者を派遣するとともに復興事業推進本部を設置し、被災地の早期復旧・復興、安全・安心の確保のため

に全社一丸となって支援しております。 

当第２四半期連結累計期間(平成23年１月１日～平成23年６月30日)における連結業績は、受注高69億

７千８百万円(前年同四半期比3.5％減)、売上高は90億８千９百万円(前年同四半期比16.3％減)となり、

通期予想売上高137億円の66.3％を計上いたしました。これは当社グループの売上高が第２四半期に集中

する季節変動特性を有しているためであります。 

また、工程管理の徹底、作業効率の向上等により外注費及び販売管理費の削減に努めましたが、売上

高の減少により、当第２四半期連結累計期間の営業利益は６億円(前年同四半期比 65.4％減)、経常利益

は５億９千２百万円(前年同四半期比 65.5％減)、四半期純利益は３億２千２百万円(前年同四半期比

71.7％減)となりました。 

 

セグメントの業績は、次のとおりであります。 

 

なお、第１四半期連結会計期間より、「セグメント情報等の開示に関する会計基準」（企業会計基準第 17

号 平成 21 年３月 27 日）及び「セグメント情報等の開示に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適

用指針第 20 号 平成 20 年３月 21 日）を適用しております。前年同四半期比につきましては、前年同四半

期と比較し実質的にセグメント区分の変更がないため、前年同四半期における事業の種類別セグメント情報

との比較数値を記載しております。 

 

（環境コンサルタント事業） 

同事業は、当社及び連結子会社３社（新日本環境調査㈱、沖縄環境調査㈱、東和環境科学㈱）が行っ

ている事業であり、環境アセスメント及び環境計画部門、環境生物部門、数値解析部門、調査部門、環

境化学部門及び気象・沿岸部門の６部門より構成されております。 

売上高は 58 億５千２百万円(前年同四半期比 6.7％減)、セグメント利益は３億９千９百万円(前年同四

半期比43.1％減)となりました。 

 

（建設コンサルタント事業） 

同事業は、河川部門、水工部門、道路部門、橋梁部門の４部門より構成されています。 

 売上高は 29 億３千８百万円(前年同四半期比 29.8％減)、セグメント利益は１億３千４百万円(前年同

四半期比85.3％減)となりました。 
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（情報システム事業） 

同事業は、システム開発及び画像解析等の事業を行いました。 

   売上高は２億１千７百万円(前年同四半期比 24.3％減)、セグメント損失は７百万円(前年同四半期 営

業利益２千万円)となりました。 

 

（不動産事業） 

同事業は、赤坂のオフィスビル、旧本社ビル等の不動産賃貸事業を行いました。 

   売上高は１億１千２百万円(前年同四半期比 20.2％減)、セグメント利益は７千万円(前年同四半期比

25.8％減)となりました。 

 

（２）連結財政状態に関する定性的情報 

①資産、負債及び純資産の状況 

(資産) 

資産合計は、前連結会計年度末と比べ 18 億９千万円減少し、197 億８千７百万円となりました。流

動資産につきましては、主に現金及び預金の増加７億５千１百万円、受取手形及び営業未収入金の減

少９億２千４百万円、仕掛品の減少 16 億２千万円により、前連結会計年度末に比べ 17 億８千１百万

円減少し、46 億１百万円となりました。固定資産につきましては、主に建物の減少６千３百万円、有

形固定資産その他の増加２億１千２百万円、繰延税金資産の減少９千３百万円により、前連結会計年

度末に比べ１億９百万円減少し、151億８千５百万円となりました。 

(負債) 

負債合計は、前連結会計年度末と比べ 21 億円減少し、80 億８千７百万円となりました。流動負債

につきましては、主に支払手形及び営業未払金の減少１億４千２百万円、短期借入金の減少 21 億３千

２百万円により、前連結会計年度末に比べ 18 億９千２百万円減少し、28 億５千９百万円となりまし

た。固定負債につきましては、主に社債の増加２億８千６百万円、長期借入金の減少２億９百万円、

退職給付引当金の減少１億５百万円、役員退職慰労引当金の減少１億４千９百万円により、前連結会

計年度末に比べ２億７百万円減少し、52億２千８百万円となりました。 

(純資産) 

純資産につきましては、主に利益剰余金の増加２億３千２百万円により、前連結会計年度末に比べ

２億９百万円増加し、117億円となりました。 

  ②キャッシュ・フローの状況 

   当第２四半期連結会計期間末における現金及び現金同等物（以下「資金」という。）は、前連結会計年

度末に比べ７億５千１百万円増加（前年同四半期は、22 億３千３百万円の増加）し、17 億７千７百万円

（前年同四半期は、31億２千７百万円）となりました。 

   当第２四半期連結累計期間における各キャッシュ・フローの状況とそれらの要因は次のとおりでありま

す。 

   （営業活動によるキャッシュ・フロー） 

    当第２四半期連結累計期間における営業活動の結果、得られた資金は 30 億７千３百万円（前年同四

半期は、49 億１千７百万円の収入）となりました。これは主として、税金等調整前四半期純利益５億

８千９百万円、非資金支出費用である減価償却費２億６千３百万円、売上債権の減少９億２千４百万円、

たな卸資産の減少16億２千万円、前受金の増加３億３千３百万円の計上によるものであります。 

   （投資活動によるキャッシュ・フロー） 

    当第２四半期連結累計期間における投資活動の結果、使用した資金は２億１千万円（前年同四半期は、

９千７百万円の支出）となりました。これは主として、有形固定資産の取得による支出３億３千９百万

円によるものであります。 

（財務活動によるキャッシュ・フロー） 

    当第２四半期連結累計期間における財務活動の結果、使用した資金は 21 億１千１百万円（前年同四

半期は、25 億８千６百万円の支出）となりました。これは主として、短期借入金の純減少額による支

いであ㈱（9768）平成23年12月期　第2四半期決算短信

3



 

 

出 21 億円、長期借入金の返済による支出２億４千２百万円、社債の発行による収入４億８千５百万円

によるものであります。 

 

（３）連結業績予想に関する定性的情報 

   業績予想につきましては、前回（平成23年２月14日発表「平成22年12月期決算短信」に記載してお

ります。）の業績予想から変更はありません。 

 

２．その他の情報 

（１）重要な子会社の異動の概要 

該当事項はありません。 

 

（２）簡便な会計処理及び特有の会計処理の概要 

①簡便な会計処理 

A固定資産の減価償却費の算定方法 

定率法を採用している資産については、連結会計年度に係る減価償却費の額を期間按分して算定

する方法によっております。 

B法人税等並びに繰延税金資産及び繰延税金負債の算定方法 

法人税等の納付税額の算定に関しては、加味する加減算項目や税額控除項目を重要なものに限定

する方法によっております。 

 繰延税金資産の回収可能性の判定に関して、前連結会計年度末以降に経営環境等に著しい変化が

なく、かつ、一時差異の発生状況に著しい変化がないと認められる場合には、前連結会計年度決算

において使用した将来の業績予測やタックス・プランニングを利用する方法によっており、前連結

会計年度末以降に経営環境等に著しい変化があるか、又は、一時差異等の発生状況に著しい変化が

認められた場合には、前連結会計年度決算において使用した将来の業績予測やタックス・プランニ

ングに当該著しい変化の影響を加味したものを利用する方法によっております。 

②四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理 

  該当事項はありません。 

 

（３）会計処理の原則・手続、表示方法等の変更の概要 

①「持分法に関する会計基準」及び「持分法適用関連会社の会計処理に関する当面の取扱い」の適用 

第１四半期連結会計期間より、「持分法に関する会計基準」（企業会計基準第 16 号 平成 20 年３月

10 日公表分）及び「持分法適用関連会社の会計処理に関する当面の取扱い」（実務対応報告第 24 号 

平成20年３月10日）を適用しております。 

 これによる損益に与える影響はありません。 

②資産除去債務に関する会計基準の適用 

第１四半期連結会計期間より、「資産除去債務に関する会計基準」（企業会計基準第 18 号 平成 20

年３月 31 日）及び「資産除去債務に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第 21 号 

平成20年３月31日）を適用しております。 

 これによる損益に与える影響はありません。 

 

（４）継続企業の前提に関する重要事象等の概要 

該当事項はありません。 
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3. 四半期連結財務諸表 
(1) 四半期連結貸借対照表 

（単位：千円）

当第２四半期連結会計期間末
(平成23年６月30日) 

前連結会計年度末に係る 
要約連結貸借対照表 
(平成22年12月31日) 

資産の部   

流動資産   

現金及び預金 1,777,006 1,025,813

受取手形及び営業未収入金 528,299 1,452,442

仕掛品 1,962,109 3,582,322

繰延税金資産 158,035 188,625

その他 176,458 135,133

貸倒引当金 △493 △1,648

流動資産合計 4,601,416 6,382,689

固定資産   

有形固定資産   

建物（純額） 4,943,672 5,007,488

土地 6,947,352 6,947,352

その他（純額） 705,730 492,738

有形固定資産合計 12,596,755 12,447,579

無形固定資産 135,094 136,328

投資その他の資産   

投資有価証券 588,888 651,744

繰延税金資産 1,169,092 1,262,847

その他 711,798 811,778

貸倒引当金 △15,949 △15,063

投資その他の資産合計 2,453,829 2,711,307

固定資産合計 15,185,678 15,295,215

資産合計 19,787,094 21,677,904

負債の部   

流動負債   

支払手形及び営業未払金 342,846 485,196

短期借入金 231,808 2,364,608

1年内償還予定の社債 378,000 328,000

未払法人税等 156,585 141,501

賞与引当金 66,954 68,676

受注損失引当金 74,292 30,984

建物等撤去引当金 35,852 35,852

その他 1,572,669 1,296,759

流動負債合計 2,859,010 4,751,578

固定負債   

社債 1,250,000 964,000

長期借入金 848,954 1,058,658

退職給付引当金 2,745,299 2,850,982

役員退職慰労引当金 224,629 374,333

その他 159,153 187,801

固定負債合計 5,228,037 5,435,776

負債合計 8,087,047 10,187,355
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（単位：千円）

当第２四半期連結会計期間末
(平成23年６月30日) 

前連結会計年度末に係る 
要約連結貸借対照表 
(平成22年12月31日) 

純資産の部   

株主資本   

資本金 3,173,236 3,173,236

資本剰余金 3,352,573 3,352,573

利益剰余金 5,376,723 5,143,893

自己株式 △138,917 △138,841

株主資本合計 11,763,615 11,530,862

評価・換算差額等   

その他有価証券評価差額金 △62,630 △39,243

為替換算調整勘定 △937 △1,069

評価・換算差額等合計 △63,568 △40,312

純資産合計 11,700,046 11,490,549

負債純資産合計 19,787,094 21,677,904
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(2) 四半期連結損益計算書 
【第２四半期連結累計期間】 

（単位：千円）

前第２四半期連結累計期間 
(自 平成22年１月１日 
 至 平成22年６月30日) 

当第２四半期連結累計期間 
(自 平成23年１月１日 
 至 平成23年６月30日) 

売上高 10,854,832 9,089,943

売上原価 7,278,602 6,742,957

売上総利益 3,576,230 2,346,986

販売費及び一般管理費 1,841,367 1,746,923

営業利益 1,734,862 600,062

営業外収益   

受取利息 1,626 1,760

受取配当金 3,398 2,167

保険解約返戻金 6,992 20,751

受取保険金及び配当金 13,266 17,294

その他 11,573 10,236

営業外収益合計 36,858 52,210

営業外費用   

支払利息 34,716 26,616

固定資産除却損 4,695 4,353

社債発行費 － 14,039

その他 12,215 14,445

営業外費用合計 51,627 59,455

経常利益 1,720,093 592,817

特別利益   

投資有価証券売却益 － 28,463

固定資産売却益 10,534 －

特別利益合計 10,534 28,463

特別損失   

投資有価証券評価損 1,323 31,336

特別損失合計 1,323 31,336

税金等調整前四半期純利益 1,729,304 589,943

法人税、住民税及び事業税 534,441 142,517

法人税等調整額 57,458 125,341

法人税等合計 591,900 267,858

少数株主損益調整前四半期純利益 － 322,084

四半期純利益 1,137,404 322,084
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【第２四半期連結会計期間】 

（単位：千円）

前第２四半期連結会計期間 
(自 平成22年４月１日 
 至 平成22年６月30日) 

当第２四半期連結会計期間 
(自 平成23年４月１日 
 至 平成23年６月30日) 

売上高 8,978,282 6,944,063

売上原価 5,918,757 5,016,027

売上総利益 3,059,524 1,928,036

販売費及び一般管理費 977,702 895,373

営業利益 2,081,822 1,032,662

営業外収益   

受取利息 932 918

受取配当金 2,393 1,686

保険解約返戻金 6,613 6,850

受取保険金及び配当金 13,266 9,609

その他 8,300 8,461

営業外収益合計 31,506 27,527

営業外費用   

支払利息 15,200 11,438

固定資産除却損 1,175 2,608

借入金期限前返済清算金 － 7,555

その他 7,464 3,949

営業外費用合計 23,841 25,551

経常利益 2,089,488 1,034,638

特別利益   

固定資産売却益 10,534 －

特別利益合計 10,534 －

特別損失   

投資有価証券評価損 1,323 －

特別損失合計 1,323 －

税金等調整前四半期純利益 2,098,698 1,034,638

法人税、住民税及び事業税 508,199 109,975

法人税等調整額 54,939 141,380

法人税等合計 563,139 251,355

少数株主損益調整前四半期純利益 － 783,282

四半期純利益 1,535,559 783,282
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(3) 四半期連結キャッシュ・フロー計算書 

（単位：千円）

前第２四半期連結累計期間 
(自 平成22年１月１日 
 至 平成22年６月30日) 

当第２四半期連結累計期間 
(自 平成23年１月１日 
 至 平成23年６月30日) 

営業活動によるキャッシュ・フロー   

税金等調整前四半期純利益 1,729,304 589,943

減価償却費 301,438 263,438

退職給付及び役員退職慰労引当金の増減額（△は
減少）

△115,110 △255,386

賞与引当金の増減額（△は減少） △4,890 △1,721

受取利息及び受取配当金 △5,025 △3,928

支払利息 34,716 26,616

社債発行費 － 14,039

投資有価証券売却損益（△は益） － △28,463

投資有価証券評価損益（△は益） － 31,336

売上債権の増減額（△は増加） 686,052 924,143

たな卸資産の増減額（△は増加） 1,568,434 1,620,212

仕入債務の増減額（△は減少） △259,286 △142,350

前受金の増減額（△は減少） 1,107,772 333,981

その他 △90,179 △133,900

小計 4,953,225 3,237,962

利息及び配当金の受取額 4,969 3,742

利息の支払額 △38,423 △27,849

法人税等の支払額 △71,635 △146,422

法人税等の還付額 69,251 6,462

営業活動によるキャッシュ・フロー 4,917,387 3,073,895

投資活動によるキャッシュ・フロー   

定期預金の払戻による収入 100,000 －

有形固定資産の取得による支出 △111,737 △339,233

無形固定資産の取得による支出 △7,170 △12,305

投資有価証券の取得による支出 － △17,042

投資有価証券の売却による収入 － 52,754

貸付けによる支出 △97,000 △24,000

貸付金の回収による収入 2,535 3,974

その他の支出 △42,770 △40,291

その他の収入 59,101 165,941

投資活動によるキャッシュ・フロー △97,040 △210,203

財務活動によるキャッシュ・フロー   

短期借入金の純増減額（△は減少） △2,200,000 △2,100,000

長期借入金の返済による支出 △132,564 △242,504

社債の発行による収入 － 485,258

社債の償還による支出 △164,000 △164,000

自己株式の取得による支出 △20 △76

配当金の支払額 △88,665 △89,035

その他の支出 △798 △1,597

財務活動によるキャッシュ・フロー △2,586,049 △2,111,954

現金及び現金同等物に係る換算差額 △464 △543

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 2,233,832 751,193

現金及び現金同等物の期首残高 893,238 1,025,813

現金及び現金同等物の四半期末残高 3,127,071 1,777,006
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 (4)継続企業の前提に関する注記 

  該当事項はありません。 

 

 (5)セグメント情報 

 【事業の種類別セグメント情報】 

  前第２四半期連結累計期間（自 平成22年１月１日 至 平成22年６月30日）         （千円） 

  環境コン 

サルタン 

ト事業 

建設コン

サルタン

ト事業 

情報システ

ム事業 

不動産 

事業 
計 

消去また

は全社 
連結 

売上高      

(1)外部顧客に 

対する売上高 
6,274,264 4,182,669 286,842 111,056 10,854,832 － 10,854,832

(2)ｾｸﾞﾒﾝﾄ間の内部 

売上高または振替高 
1,610 1,000 － 29,612 32,222 (32,222) －

計 6,275,874 4,183,669 286,842 140,669 10,887,055 (32,222) 10,854,832

営業利益 701,779 914,528 20,466 95,616 1,732,390 2,471 1,734,862

（注）1事業区分はサービス等の種類の類似性に基づき区分しております。 

   2各区分の主なサービス 

(1) 環境コンサルタント事業 ･･･ 環境に係る計画、設計、調査、分析、 

予測評価ならびに気象予報に関する業務 

(2) 建設コンサルタント事業 ･･･ 建設に係る企画、計画、設計、調査、 

解析・評価ならびに施工管理に関する業務 

(3) 情報システム事業 ･･･ 情報システムの構築・保守・運用及び 

製品開発・販売に関する業務 

(4) 不動産事業 ･･･ 不動産賃貸に関する業務 

 

 【所在地別セグメント情報】 

前第２四半期連結累計期間（自 平成22年１月１日 至 平成22年６月30日） 

   全セグメントの売上高の合計に占める日本の割合が、90％を超えるため、所在地別セグメント情報の記

載を省略しております。 

 

 【海外売上高】 

前第２四半期連結累計期間（自 平成22年１月１日 至 平成22年６月30日） 

   海外売上高が連結売上高の10％未満のため、海外売上高の記載を省略しております。 
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【セグメント情報】 

１．報告セグメントの概要 

当社グループの報告セグメントは、当社グループの構成単位のうち分離された財務情報が入手可能であ

り、取締役会が、経営資源の配分の決定及び業績を評価するために、定期的に検討を行う対象となってい

るものであります。 

 当社グループは、サービス別に事業本部及び連結子会社を置き、各事業本部及び連結子会社は取り扱う

サービスについて戦略を立案し、事業活動を展開しております。 

 従って、当社グループは事業本部及び連結子会社を基礎としたサービス別事業セグメントから構成され

ており、「環境コンサルタント事業」、「建設コンサルタント事業」、「情報システム事業」、「不動産事業」の

４つを報告セグメントとしております。 

「環境コンサルタント事業」は、環境に係る計画、設計、調査、分析、予測評価並びに気象予報に関する

業務、「建設コンサルタント事業」は、建設に係る企画、計画、設計、調査、解析・評価並びに施工管理に

関する業務、「情報システム事業」は、情報システムの構築・保守・運用に関する業務、「不動産事業」は、

不動産賃貸に関する業務を行っております。 

 

２．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報 

  当第２四半期連結累計期間（自 平成23年1月1日 至 平成23年６月30日）      （単位：千円） 

  
報告セグメント 

調整額 

(注)１ 

四半期連結

損益計算書

計上額 

(注)２ 

環境コン 

サルタン 

ト事業 

建設コン

サルタン

ト事業 

情報システ

ム事業 

不動産 

事業 
計 

売上高      

外部顧客への売上高 5,852,270 2,938,108 216,887 82,678 9,089,943 － 9,089,943

ｾｸﾞﾒﾝﾄ間の内部 

売上高又は振替高 
619 － 150 29,634 30,404 △30,404 －

計 5,852,890 2,938,108 217,037 112,312 9,120,347 △30,404 9,089,943

セグメント利益又は損失(△) 399,252 134,408 △7,030 70,960 597,590 2,471 600,062

（注）1セグメント間取引消去によるものであります。 

   2セグメント利益又は損失(△)は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。 

３．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報 

  該当事項はありません。 

 

（追加情報） 

 第１四半期連結会計期間より、「セグメント情報等の開示に関する会計基準」（企業会計基準第 17 号 平成

21 年３月 27 日）及び「セグメント情報等の開示に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第 20

号 平成20年３月21日）を適用しております。 

 

 (6)株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記 

  該当事項はありません。 
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４．補足情報 

（１）生産、受注及び販売の状況 

①生産実績 

区分 

前第２四半期連結累計期間 当第２四半期連結累計期間 

前年 

同期比

(％) 

自 平成22年１月１日 

至 平成22年６月30日 

自 平成23年１月１日 

至 平成23年６月30日 

金額(千円) 
構成比

(％) 
金額(千円) 

構成比

(％) 

環境コンサルタント事業  

 環境ｱｾｽﾒﾝﾄ及び環境計画部門 930,575 11.7 860,058 12.6 92.4

 環境生物部門 839,746 10.5 704,301 10.3 83.9

 数値解析部門 269,528 3.4 181,987 2.6 67.5

 調査部門 1,242,518 15.6 1,273,167 18.6 102.5

 環境化学部門 860,120 10.8 888,520 13.0 103.3

 気象・沿岸部門 119,278 1.5 177,234 2.6 148.6

建設コンサルタント事業  

 河川部門 1,309,336 16.4 912,325 13.3 69.7

 水工部門 882,255 11.1 721,243 10.5 81.7

 道路部門 496,012 6.2 348,392 5.1 70.2

 橋梁部門 663,784 8.3 507,445 7.4 76.4

情報システム事業 247,561 3.1 190,265 2.8 76.9

不動産事業 111,056 1.4 82,678 1.2 74.4

合計 7,971,776 100.0 6,847,620 100.0 85.9

(注)１ 金額は販売価格で表示しております。 

  ２ 上記金額には消費税等は含まれておりません。 
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②受注実績 

受注高 

区分 

前第２四半期連結累計期間 当第２四半期連結累計期間 

前年 

同期比

(％) 

自 平成22年１月１日 

至 平成22年６月30日 

自 平成23年１月１日 

至 平成23年６月30日 

金額(千円) 
構成比

(％) 
金額(千円) 

構成比

(％) 

環境コンサルタント事業  

 環境ｱｾｽﾒﾝﾄ及び環境計画部門 786,396 10.9 742,279 10.6 94.4

 環境生物部門 1,028,207 14.2 946,141 13.5 92.0

 数値解析部門 185,906 2.6 103,749 1.5 55.8

 調査部門 1,293,835 17.9 1,604,660 23.0 124.0

 環境化学部門 960,892 13.3 943,831 13.5 98.2

 気象・沿岸部門 143,789 2.0 68,346 1.0 47.5

建設コンサルタント事業  

 河川部門 1,089,513 15.1 1,030,376 14.8 94.6

 水工部門 428,062 5.9 642,591 9.2 150.1

 道路部門 474,169 6.5 367,010 5.3 77.4

 橋梁部門 546,871 7.6 341,655 4.9 62.5

情報システム事業 291,834 4.0 187,782 2.7 64.3

合計 7,229,478 100.0 6,978,423 100.0 96.5

(注)１ 金額は受注契約金額で表示しております。 

  ２ 上記金額には消費税等は含まれておりません。 

 

受注残高 

区分 

前第２四半期連結会計期間末 当 第 ２ 四 半 期 連 結 会 計 期 間 末 
前年 

同期比

(％) 

平成22年６月30日 平成23年６月30日 

金額(千円) 
構成比

(％) 
金額(千円) 

構成比

(％) 

環境コンサルタント事業  

 環境ｱｾｽﾒﾝﾄ及び環境計画部門 1,251,986 15.9 800,852 11.7 64.0

 環境生物部門 967,813 12.3 999,385 14.6 103.3

 数値解析部門 218,062 2.8 114,000 1.7 52.3

 調査部門 1,337,320 16.9 1,406,028 20.6 105.1

 環境化学部門 831,860 10.5 761,066 11.1 91.5

 気象・沿岸部門 44,268 0.6 64,645 1.0 146.0

建設コンサルタント事業  

 河川部門 1,050,735 13.3 1,035,203 15.2 98.5

 水工部門 724,845 9.2 732,564 10.7 101.1

 道路部門 499,248 6.3 370,679 5.4 74.2

 橋梁部門 772,652 9.8 395,661 5.8 51.2

情報システム事業 188,534 2.4 149,380 2.2 79.2

合計 7,887,328 100.0 6,829,468 100.0 86.6

(注)１ 金額は受注契約金額で表示しております。 

  ２ 上記金額には消費税等は含まれておりません。 
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③販売実績 

区分 

前第２四半期連結累計期間 当第２四半期連結累計期間 

前年 

同期比

(％) 

自 平成22年１月１日 

至 平成22年６月30日 

自 平成23年１月１日 

至 平成23年６月30日 

金額(千円) 
構成比

(％) 
金額(千円) 

構成比

(％) 

環境コンサルタント事業  

 環境ｱｾｽﾒﾝﾄ及び環境計画部門 1,030,519 9.5 1,123,852 12.4 109.1

 環境生物部門 1,322,964 12.2 1,060,350 11.7 80.1

 数値解析部門 436,147 4.0 300,297 3.3 68.9

 調査部門 2,058,850 19.0 1,973,543 21.7 95.9

 環境化学部門 1,279,983 11.8 1,217,573 13.4 95.1

 気象・沿岸部門 145,799 1.4 176,652 1.9 121.2

建設コンサルタント事業  

 河川部門 1,868,169 17.2 1,145,977 12.6 61.3

 水工部門 1,176,726 10.8 641,556 7.1 54.5

 道路部門 532,124 4.9 477,681 5.2 89.8

 橋梁部門 605,647 5.6 672,893 7.4 111.1

情報システム事業 286,842 2.6 216,887 2.4 75.6

不動産事業 111,056 1.0 82,678 0.9 74.4

合計 10,854,832 100.0 9,089,943 100.0 83.7

(注) 上記金額には消費税等は含まれておりません。 
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